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Title: Subtitle

全国　花子　(Hanako ZENKOKU)


Abstract
ここから英文摘要を200 ワード～300ワードで記入してください。・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・









Keywords: keyword 1, keyword 2, keyword 3, keywords 4, keyword 5　

　ここから邦文摘要を600～700字で記入してください。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

キーワード：キーワード１，キーワード２，キーワード３，キーワード４，キーワード５


１．章のタイトル14pt
 本文は，10.5ptで記入してください。図表のキャプションは10ptで構いません。フォントはMS明朝(日本語)とTimes New Roman(英語)を使用してください。

1.1 節のタイトル10.5pt
(1)項のタイトル 10.5pt
 ①見出し　10.5pt


図表は，以下の要領で原稿の本文中に挿入してください。付録は，巻末(参考文献のより後)でも構いません。

表1　タイトル
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


(出典や根拠を明示する。)






図1 タイトル
　(出典や根拠を明示する。もしくは筆者作成。)

引用は註ではなく，本文中に明記してください。直接引用は，該当ページも明記してください。

『社会科研究』第20号では，「実験的・実証的研究」をおこなう必要性が指摘されている（内海　1972，pp.14-15）。

内海（1972）は，「本会の将来の研究課題は多面的であり，会員に期待される研究活動は多岐多様」（p.16）と述べている。

内海（1972）は，日本の社会科教育学の課題を指摘している。






註
1) 本文の補足情報のみに使用する。引用文献は本文中に明示をする。不要の場合は，項目を削除してください。
2) ・・・・


参考文献
参考文献は必ず記載します。和文と欧文に分けずに，姓(日本語はローマ字読み)のアルファベット順にしてください。和文の表記は，以下の通りです。欧文の表記は，APA STYLE 7th Editionを参照してください。
参考文献は本文中で直接引用または間接引用したものに限って記載します。

雑誌記事の書き方
内海巌（1972）「回顧と展望」日本社会科教育研究
会『社会科研究』第20号，pp.1-16.

単行本の書き方
片上宗二（1993）『日本社会科成立史研究』風間書房。

編著本の書き方
木村博一（2022）「巻頭言」全国社会科教育学会編『優れた社会科授業づくりハンドブック－型にはまらない多様な授業を創る－』明治図書，p.3.


[bookmark: _GoBack]付記　謝辞や外部資金の情報等を明記する。研究倫理審査の情報は，本文中に記載する。
(所属先を記入)
